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(57)【要約】
　カテーテルは、患者の身体通路内に導入するように適
合された、細長いカテーテル軸体を有する。少なくとも
1つの光ファイバーはカテーテル軸体を通って延び、光
ファイバーは、先端の遠位端の位置において組織を照明
し、組織から光エネルギーを受け取るための、カテーテ
ルの遠位端またはその近くに位置付けられた遠位端を有
する。カテーテルの遠位領域は、カテーテル軸体の長手
方向軸線から外れた頂部を有する変形部分を含んでおり
、光ファイバーの遠位先端は、遠位先端が身体通路の壁
部の組織に接触する可能性を高めるために、頂部に位置
付けられるものである。
【選択図】　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者の身体通路内に導入するように適合された細長いカテーテル軸体と、
　前記カテーテル軸体を通って延びる少なくとも1つの光ファイバーであって、電気光学
スペクトル分析機器に結合された近位端と、先端の遠位端の位置において組織を照明し、
組織から光エネルギーを受け取るための、カテーテルの遠位端またはその近くに位置付け
られた遠位端とを有する光ファイバーとを備え、
　前記カテーテルの遠位領域が、前記カテーテル軸体の長手方向軸線から外れた頂部を有
する変形部分を含み、前記光ファイバーの遠位先端が前記身体通路の壁部の組織に接触す
る可能性を高めるため、該遠位先端が前記頂部に位置付けられた、カテーテル。
【請求項２】
　前記変形部分が湾曲している、請求項1に記載のカテーテル。
【請求項３】
　前記変形部分がC字形である、請求項1に記載のカテーテル。
【請求項４】
　前記変形部分が環状経路に沿うものである、請求項1に記載のカテーテル。
【請求項５】
　前記変形部分が屈曲している、請求項1に記載のカテーテル。
【請求項６】
　前記変形部分に結合された引張りワイヤをさらに備え、前記変形部分が初期設定状態で
は真直ぐであり、前記引張りワイヤが作動すると前記変形部分が変形形状を取るようにな
っている、請求項1に記載のカテーテル。
【請求項７】
　前記カテーテル軸体が、真直ぐなカテーテル内に位置付けられたとき、または硬くて真
直ぐなカテーテルが前記カテーテル軸体内部に位置付けられたとき、少なくとも一時的に
真直ぐになることができるように、前記カテーテル軸体が十分な可撓性を有している、請
求項1に記載のカテーテル。
【請求項８】
　前記頂部の方向とは反対側に、前記変形部分から半径方向外向きに延びる可膨張性バル
ーンをさらに備える、請求項1に記載のカテーテル。
【請求項９】
　前記バルーンが膨張して、前記頂部を体腔の壁部に押し付け、それによって前記光ファ
イバーの前記遠位先端と前記壁部上の前記組織との接触を促す、請求項8に記載のカテー
テル。
【請求項１０】
　前記バルーンの膨張によって前記光ファイバーを半径方向外向きに移動させて、前記光
ファイバーと前記組織の接触を促すように、少なくとも1つの光ファイバーが前記バルー
ンの外壁の周りに位置付けられる、請求項1に記載のカテーテル。
【請求項１１】
　前記変形部分が、前記カテーテルの前記遠位領域において移動可能に位置付けられた、
拡張状態に向けて付勢されるワイヤ構造を備え、遠位先端が前記カテーテルの前記長手方
向軸線から半径方向に外れ、光ファイバーの前記遠位先端が、前記ワイヤ構造の前記半径
方向に外れた部分に位置付けられた、請求項1に記載のカテーテル。
【請求項１２】
　前記ワイヤ構造がより小さな半径サイズを取って、前記カテーテル軸体が前記身体通路
内に進むのを容易にするように、前記ワイヤ構造が、前記カテーテル軸体内へ後退される
、もしくは引き戻されるように構成されている、請求項11に記載のカテーテル。
【請求項１３】
　前記組織に対して介入処置を行うため、分光診断システムによって診断される組織を係
合する、前記カテーテル軸体の前記遠位端に位置する介入装置をさらに備える、請求項1
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に記載のカテーテル。
【請求項１４】
　前記介入装置が鉗子を備える、請求項13に記載のカテーテル。
【請求項１５】
　前記カテーテルの近位領域において制御ハンドル部分をさらに備える、請求項1に記載
のカテーテル。
【請求項１６】
　カテーテル軸体を通って延びる少なくとも1つの光ファイバーを有するカテーテルであ
って、その遠位領域が前記カテーテル軸体の長手方向軸線から外れた頂部を有する変形部
分を含み、前記光ファイバーの遠位先端が身体通路の壁部の組織に接触する可能性を高め
るため、前記遠位先端が前記頂部に位置付けられるカテーテルを提供するステップと、
　前記カテーテルを患者の身体通路に挿入するステップと、
　前記頂部が検査される組織に隣接するように前記カテーテルを操作するステップと、を
含む、カテーテルを使用する方法。
【請求項１７】
　前記頂部を前記組織のセグメントに沿って移動させることによって、前記光ファイバー
を使用して前記組織を光学走査するステップをさらに含む、請求項16に記載の方法。
【請求項１８】
　前記光学走査が、1つまたは複数の波長の電気光学エネルギーを用いて前記組織を励起
し、前記励起された組織から放射された自家蛍光を読み取ることを含む、請求項17に記載
の方法。
【請求項１９】
　スペクトル信号を得るため、励起光を前記組織に送出するステップと、
　分析および組織診断のため、収集した前記スペクトル信号を分光測光機器に返すステッ
プと、をさらに含む、請求項18に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、挿入可能なカテーテルを使用して、体腔または身体通路内を診断し、その介入
処置を行うためのシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　低侵襲手術の分野は劇的に成長している。腹腔鏡下虫垂切除術、胆嚢切除術、および様
々な婦人科処置は、臨床診療において広く採用されるようになっている。安全に行われれ
ば、従来の外科的介入に代わる低侵襲性処置は、入院期間および回復時間を短縮すること
によって治療費を低減することができる。さらに、患者の不快感が低減され、美容上の結
果がより良好になるなど、追加の利益がもたらされる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　低侵襲手術では、入口が患者の皮膚に形成され、カテーテルなどの器具が体腔に挿入さ
れる。あるいは、器具は、口または鼻などの、身襲体にある既存の進入路に挿入される。
様々な症状を低侵襲的に診断して治療するため、多数のタイプのカテーテル装置が開発さ
れてきた。そのような装置は、例えば、内視鏡処置、腹腔鏡処置、および血管処置におい
て、身体内の組織をサンプリングして組織を分析し、かつ/または、分析および組織タイ
プの同定用に生検サンプルを回収するために設計されている。
【０００４】
　カテーテルは一般的に、装置を通って延びる光ファイバーなどの分析手段を含んでいる
。カテーテルはまた、一般に遠位端に小さな切開用つかみ具(cutting jaws)を含み、装置
の遠位端が目的部位に位置付けられるかまたはそこまで進められた後、近位端から遠隔操
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作される、生検鉗子などの器具を含むことができる。光ファイバーは、近位端において電
気光学スペクトル分析機器に接続されてもよい。ファイバーの遠位先端は、先端の位置に
おいて組織を照明し、そこから光エネルギーを受け取るように適合される。その際、光フ
ァイバーの遠位先端は、分析される組織に隣接するか、それと接触していることが望まし
い。
【０００５】
　操作者が、光ファイバーの遠位先端を身体通路の壁部に隣接して位置付けることは、困
難な場合がある。この1つの理由は、光ファイバーがカテーテルの中心軸線に揃えられ、
したがって、身体通路の壁部から外れているためである。ファイバーが関連する身体組織
に接触する可能性を高めるような態様で、光ファイバーを位置付けることが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　内視鏡を使用せずに、体腔または身体通路内の組織を分光学的に特徴付けるのに使用さ
れるシステムを開示する。このシステムは、一般に、ソフトウェア制御式の分光光度計、
診断モジュール、および光ファイバープローブまたはカテーテルを含んでいる。このカテ
ーテルは、カテーテル自体が身体通路内で位置付けられたとき、カテーテルの検出領域が
組織に接触する可能性を高めるように適合される。また、このシステムは、カテーテルが
動いている間、光ファイバープローブまたはカテーテルを用いて連続的に測定を行うよう
に適合される。
【０００７】
　1つの態様では、患者の身体通路内に導入するように適合された細長いカテーテル軸体
と、カテーテル軸体を通って延びる少なくとも1つの光ファイバーであって、電気光学ス
ペクトル分析機器に結合された近位端と、先端の遠位端の位置において組織を照明し、組
織から光エネルギーを受け取るための、カテーテルの遠位端またはその近くに位置付けら
れた遠位端とを有する光ファイバーとを備え、カテーテルの遠位領域が、カテーテル軸体
の長手方向軸線から外れた頂部(crest)を有する変形部分を含み、光ファイバーの遠位先
端が身体通路の壁部の組織に接触する可能性を高めるため、遠位先端が頂部に位置付けら
れた、カテーテルが開示される。
【０００８】
　別の態様では、カテーテル軸体を通って延びる少なくとも1つの光ファイバーを有する
カテーテルであって、その遠位領域がカテーテル軸体の長手方向軸線から外れた頂部を有
する変形部分を含み、光ファイバーの遠位先端が身体通路の壁部の組織に接触する可能性
を高めるために、遠位先端が頂部に位置付けられたカテーテルを提供するステップと、カ
テーテルを患者の身体通路に挿入するステップと、頂部が検査される組織に隣接するよう
にカテーテルを操作するステップとを含む、カテーテルを使用する方法が開示される。
【０００９】
　他の特徴および利点は、開示される装置および方法の原理を例示して説明する、様々な
実施形態に関する以下の記載から明らかになる。
【００１０】
　なお、本願は、2005年10月24日出願の、同時係属中の米国仮特許出願第60/730,209号の
優先権を主張するものであり、上述の出願日の優先権をこれによって主張し、該仮特許出
願の開示の全体を参考によりここに組み込むものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　図1は、内視鏡などの遠隔視覚システムを使用せずに、身体内の組織を分光学的に特徴
付けるのに使用することができる、検出システム100の概略図を示す。システム100は、一
般に、分光光度計/診断モジュールまたは電気光学スペクトル分析機器105を含み、それは
、光ファイバープローブを含むカテーテル110に接続される。カテーテル110は、患者の身
体内に導入され、患者の口を介して食道へなど、目的の位置へ進められるように構成され
る。カテーテル110は、様々なやり方で、身体内の様々な位置に導入することができるこ
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とが理解されるべきである。
【００１２】
　システム100は、内因性および/または外因性用途のための任意のタイプの電気光学技術
を用いて使用されてもよい。これは、視検または画像化を使用するシステム、白色光また
は特定の波長(1つまたは複数)の光による照明を使用して、目的範囲の天然組織および/ま
たは色素を励起するシステム、ならびに、前記光で照明された組織から返ってくる光をス
ペクトル分析することにより、組織タイプを同定する分光技術を含んでもよい。そのよう
な分光技術は、特定の組織タイプが、固有の波長を有する光を吸収するか、反射するか、
または蛍光を発する性質を利用する。
【００１３】
　光ファイバー(1つまたは複数)はカテーテル110を通って延びる。近位端において、カテ
ーテル110および光ファイバーは電気光学スペクトル分析機器105に接続される。光ファイ
バーの遠位先端は、先端の遠位端の位置において組織を照明し、組織から光エネルギーを
受け取るため、カテーテル110の遠位端またはその近くに位置付けられる。
【００１４】
　カテーテル110の遠位領域は、任意に、切開用つかみ具、ブラシ、メス、吸引装置(1つ
または複数)、あるいは、カテーテル110の近位端にある制御ハンドルに対するカテーテル
本体を介した電気的もしくは機械的手段によって制御される他のものなど、1つまたは複
数の介入装置もしくは器具を備えることができる。そのような器具が存在する場合、光フ
ァイバーは、接触域において器具の機構と同軸に、またはその外部に位置付けられてもよ
く、それにより、器具がつかみ具の場合、測定箇所において生検サンプルを得ることがで
きる。器具(1つまたは複数)は、体内で、例えば、内視鏡処置、腹腔鏡処置、または血管
処置に関連して使用するように適合することができる。器具は、組織に対して介入処置を
行うため、分光診断システムによって診断される組織を係合するように適合される。カテ
ーテルは、カテーテルの近位領域にある制御ハンドル部分、カテーテルの主要長さにわた
る中間部分、および光ファイバーの遠位にある器具(向かい合った鉗子または切開用つか
み具など)を含む遠位端を含むことができる。
【００１５】
　カテーテル110は、例えば、ポリウレタン、PTFE、PVCなどの可撓性ポリマー材料、また
は、患者の体腔もしくは身体通路に入ることを可能にする他の任意の適切な材料から作る
ことができる。たとえばこの材料は、体内に進むことを容易にするような滑らかな材料で
ある。カテーテル110のサイズは、目的の体腔のサイズおよび位置に順応するか、別の方
法でそれらを補完するように選択することができる。カテーテル110は、十分な円筒形状
の硬さ（剛性）、軸体のトルク能力、および遠位先端の可撓性により、身体を通して操作
することができる。カテーテルの遠位部分は、分光光が光ファイバーを介して確実に収集
されるように、食道などの目的範囲の組織と持続的に接触することができてもよい。
【００１６】
　分析機器105は、組織の長いセグメントの連続的または断続的な走査を可能にする、ハ
ードウェアおよび/またはソフトウェアを含む。組織認識方法は、組織のスペクトル分析
をレンダリングするように構成され、また、カテーテル110が患者の生体構造のどこに位
置するかを、電子的に、または物理的測定によって、ユーザが判断または記録できるよう
にしてもよい。
【００１７】
　図2～7は、システム100において使用されるカテーテル110の様々な実施形態を示す。図
2A～2Cは、屈折可能な遠位領域または遠位先端205を含むカテーテル110の第1の実施形態
を示す。カテーテル110は、カテーテル110の遠位領域205が、元の真直ぐなまたは変形し
ていない形状から、変形した形状(すなわち非直線状)、あるいは別の、傾斜したもしくは
湾曲した形状などの予め定められた形状を取ることを可能にする機構を含む。図2Aは、遠
位領域205において湾曲した形状を有するカテーテル110を示す。図2Aの側面図および図2B
の正面図に最も良く示されるように、カテーテル110上に頂部210が形成されるように、遠
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位領域205は、ほぼ丸いか、または環状経路に沿うものである。
【００１８】
　あるいは、遠位領域は、頂部をもたらす三角形状などの非湾曲形状を有することができ
る。図2Cの拡大図に示される頂部210は、カテーテルがほぼ真直ぐなとき、カテーテルの
長手方向軸線から予め定められた半径分だけ外れている。頂部210が外れて位置すること
により、カテーテルが身体通路内で位置付けられたとき、カテーテルの頂部領域(および
、したがって光ファイバー)が組織に接触する可能性が高くなる。図2Cに示されるように
、カテーテルは、頂部210またはその近くに位置付けられた遠位先端212を有する、光ファ
イバーまたは他の検出手段を含む。光ファイバーの遠位先端は、遠位先端が組織に接触す
る可能性を高めるような形で位置付けられる。したがって、光ファイバーの遠位先端はカ
テーテル軸体の長手方向軸線から外れている。
【００１９】
　図3A～3Cは、傾斜した遠位領域205を備えたカテーテル110の別の実施形態を示す。遠位
領域205は、直線軸から角度を成して外れている予め形成された形状を有する。カテーテ
ル110のこの実施形態は、カテーテルが身体通路内にあるとき、遠位先端が組織との接触
を最大限にするように適合された新しい形状を取るように、カテーテルの遠位先端または
領域を屈折させる機構を含む。例えば、カテーテル110は、カテーテルを屈折させて、変
形領域を第1の形状(真直ぐなど)から変形形状に遷移させるように作動させることができ
る、引張りワイヤ303(または他のタイプのアクチュエータ)を含むことができる。図3Bは
、遠位領域がカテーテルの別の部分から約90°の角度になるように、収縮状態にある遠位
領域205を示す。図3Bに示されるように、遠位領域205は、遠位領域がカテーテルの残りの
部分に対してより小さな角度で位置合わせされるように、緩めることができる。この実施
形態では、頂部はカテーテル軸体の遠位端にある。
【００２０】
　代表的な一実施形態では、屈折機構は、カテーテル110を通って延びる1つまたは複数の
引張りワイヤを備えてもよい。引張りワイヤが使用される場合、それらは、カテーテル11
0の近位端においてスライドハンドルなどのアクチュエータに接続される。アクチュエー
タは、引張りワイヤを軸方向に移動させるように作動され、それによって遠位領域205が
予め定められた形状を取る。
【００２１】
　遠位領域205が(図3A～3Cのように)傾斜したとき、光ファイバーの遠位先端はカテーテ
ル110の遠位先端に位置する。遠位領域が(図2A～2Cのように)湾曲形状を有するとき、光
ファイバーの遠位先端は、湾曲の頂部または湾曲形状の外壁に位置する。
【００２２】
　図4、5A、および5Bは、遠位領域205が予め形成された形状のものであるカテーテル110
の別の実施形態を示す。形状は、カテーテルの少なくとも一部分と、カテーテルがそこに
位置付けられる体腔の組織との接触を促すように選択されるが、予備形状は多様である。
例えば、遠位領域205は、「J」字形または「C」字形の遠位領域を有することができる。
すなわち、遠位領域は、カテーテルの長手方向軸線から離れて湾曲または屈曲し、次に軸
線に向かって戻るように湾曲して、カテーテルのある領域を湾曲した形状にするように形
作ることができる。このように、カテーテルは、その長さの少なくとも一部分に沿って「
瘤(hump)」形状を含む。あるいは、遠位領域は、長手方向軸線から離れて曲がり、カテー
テル軸体の遠位先端が長手方向軸線から外れるように、「J」字形であることができる。
上述の実施形態と同様に、瘤の頂部または頂部近くの領域は、光ファイバーまたは他のタ
イプの検出器の遠位先端を含むことができる。図5Bは、カテーテルの「瘤」領域の拡大図
を示し、また、光ファイバーケーブル505の遠位先端が頂部またはその近くでどのように
位置付けられるかを示す。他の応用例は、組織およびカテーテルとの物理的接触を必要と
しないことがある。
【００２３】
　図4および5の実施形態における遠位領域205は「C」字形であり、この「C」字形は、カ
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テーテル110の長手方向軸線から外れた頂部305を有する。ずれた頂部305は、カテーテル1
10がそこに位置付けられる体腔の壁部におそらくは接触するように、または別の形で壁部
に当たるように位置付けられる。上述したように、光ファイバーの遠位先端は頂部305の
位置でカテーテル110から突出する。このように、光ファイバーは体腔の組織に接触する
。上述の実施形態と同様に、カテーテルは、カテーテルの形状を屈折させるか別の形で変
形させるのに使用することができる、引張りワイヤ510(図5)などの屈折機構を含むことが
できる。
【００２４】
　カテーテル110は十分な可撓性を有するので、真直ぐなカテーテル内に位置付けられた
とき、あるいは硬くて真直ぐなカテーテルがカテーテル110内に位置付けられたとき、少
なくとも一時的に真直ぐにすることができる。しかし、カテーテル110がその初期設定状
態であるとき、カテーテル110はその遠位領域205において予備形状を有する。
【００２５】
　図6は、遠位領域205に可膨張性バルーン605を含むカテーテル110のさらに別の実施形態
を示す。図3および4に示される実施形態と同様に、図6の実施形態は、「C」字形などの予
め形作られた遠位領域205を含む。予め形作られた領域は、本明細書に記載される実施形
態のいずれかのため、他の様々な形状を有することができることが理解されるべきである
。光ファイバーの遠位先端は、遠位領域205における予め形作られた形体の頂部305に位置
付けられる。バルーン605は、予め形作られた領域が外れている方向とは反対側に、予め
形作られた遠位領域から半径方向外向きに延びる。バルーンが膨張すると、バルーンの拡
張によって頂部305が体腔の壁部に押し付けられ、それによって光ファイバーの遠位先端
と壁部上の組織との接触が促される。
【００２６】
　一実施形態では、光ファイバーはバルーン605の外壁の周りにも位置付けられる。した
がって、バルーン605が膨張することによってファイバーが半径方向外向きに移動されて
、ファイバーと所望の組織との接触が促される。
【００２７】
　図7は、ワイヤ構造610がカテーテル110の遠位領域205において移動可能に位置付けられ
たカテーテル110のさらに別の実施形態を示す。ワイヤ構造610は、図6に示される拡張状
態に向けて付勢される。拡張状態にあるとき、ワイヤ構造610は、カテーテルの軸線から
半径方向に外れた遠位先端または他の何らかの部分を有する。光ファイバーの先端は半径
方向に外れた部分に位置付けられるので、ワイヤ構造610は、光ファイバーを組織と接触
させて位置付ける。カテーテル内には、1つよりも多い数本程度の光ファイバーがあって
、食道などの身体通路の半径方向周囲にいくつかの位置を構成してもよい。身体通路は多
様であり、例えば、結腸、頚部、肺、尿道などが含まれる。この場合、連続して測定を行
うために、光学スイッチまたはスキャナを装置に組み込むことができる。
【００２８】
　ワイヤ構造610は、カテーテルの近位端でアクチュエータ615を操作することなどによっ
て、カテーテル本体110内に、またはカテーテル本体に結合されたスリーブ内に後退され
るか引き戻されるように構成される。カテーテル110内に引き戻されると、ワイヤ構造610
はカテーテル110の壁部によって締め付けられるので、構造610はより小さなサイズになっ
て、カテーテル110が身体内へ進むのが容易になる。
【００２９】
　使用の際、カテーテル110は、患者の身体内へ、かつ身体内の目的位置へ導入される。
カテーテル110は、遠位領域205が検査される組織と接触するように操作される。次に、組
織は、単一の地点において、あるいは、カテーテルの遠位領域205を組織のセグメントに
沿って移動させることにより、半連続モードもしくは連続モードで任意に走査される。有
利には、カテーテル110は、光ファイバーと組織が連続的に接触する可能性が最大限にな
るように形作られる。例えば、図5および6に示される実施形態の予め形作られた遠位領域
205は外れた頂部305を有し、例えばカテーテル110が内腔内で回転されると、その頂部が
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内腔の壁部の周縁に接触する。
【００３０】
　光学走査は、1つまたは複数の波長の電気光学エネルギーによって組織を励起し、励起
された組織から放射された自家蛍光スペクトルを読み取ることを含む。診断アルゴリズム
により、組織が正常か病的かを判断する。次に、結果をコンソール上に表示することがで
きる。
【００３１】
　光ファイバーカテーテル110は、分析および組織診断のため、励起光を組織に対して送
出し、収集したスペクトル信号を機器105に返す。カテーテル110は、身体の内部構造のい
ずれかの全体を通してカテーテルが押され、引っ張られ、向き付けられている間、組織に
連続して接触し、スペクトル信号を収集し続けることができる。超音波など、他のエネル
ギー源を光学技術の代わりに利用することもできる。
【００３２】
　分光機器105は、カテーテルが身体全体を走査または移動する間、半連続的または連続
的にスペクトル(または、例えば音響)信号情報を収集し、診断を行うことができる。機器
105は、組織に対して送出される励起光(または音響)を発生させ、返ってくるスペクトル
信号を収集かつ分析し、組織診断を行って表示し、任意に、カテーテルの遠位先端の解剖
学的位置を記録する。
【００３３】
　一実施形態では、同様の非内視鏡的カテーテルに基づく処置の間の嘔吐を防ぐため、短
時間作用型の局所麻酔が慣例かつ標準的である場合など、経口または経鼻送達を例外とし
て患者は鎮静されない。光学(または音響)カテーテル110は、機器のコンソールが表示を
行うまで、または物理的距離の測定値がカテーテルに適切な挿入深さを印付けするまで導
入される。励起光源(または音響)は挿入時に始動される。連続的なスペクトル測定は、カ
テーテル110の挿入中および除去の間に行われる。処置の間、カテーテルの遠位先端の解
剖学的位置は、システムのコンソールに表示され、またはカテーテル上の印から物理的に
読み取ることができる。カテーテル110を体腔から除去し、スペクトル信号を収集した後
、組織診断がシステムのコンソールに表示される。
【００３４】
　システム100は、他の装置、例えば、疑わしいまたは病的な組織を治療する光線治療装
置と併せて、あるいは、カテーテル110がその中に位置付けられる体腔の形を整えるため
に使用されるバルーンカテーテルと併せて使用することができる。別の例ではRF治療装置
と併せて使用され、その場合、カテーテルが診断を行い、RF発生器が治療を行う。
【００３５】
　様々な方法および装置の実施形態が、特定の変形を参照して本明細書に詳細に記載され
るが、他の変形、実施形態、使用方法、およびそれらの組み合わせも可能であることが理
解されるべきである。したがって、本開示の趣旨および範囲は、本明細書に含まれる実施
形態の記載に限定されるべきではない。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】内視鏡などの遠隔視覚システムを使用せずに、身体内の組織を分光学的に特徴付
けるのに使用することができる、検出システムの概略図である。
【図２Ａ】予め形作られた遠位領域を含むカテーテルの第1の実施形態を示す図である。
【図２Ｂ】予め形作られた遠位領域を含むカテーテルの第1の実施形態を示す図である。
【図２Ｃ】予め形作られた遠位領域を含むカテーテルの第1の実施形態を示す図である。
【図３Ａ】傾斜した遠位領域を備えたカテーテルの別の実施形態を示す図である。
【図３Ｂ】傾斜した遠位領域を備えたカテーテルの別の実施形態を示す図である。
【図３Ｃ】傾斜した遠位領域を備えたカテーテルの別の実施形態を示す図である。
【図４】遠位領域が予め形成された形状のものであるカテーテルの別の実施形態を示す図
である。
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【図５Ａ】遠位領域が予め形成された形状のものであるカテーテルの別の実施形態を示す
図である。
【図５Ｂ】遠位領域が予め形成された形状のものであるカテーテルの別の実施形態を示す
図である。
【図６】遠位領域に可膨張性バルーンを含むカテーテルのさらに別の実施形態を示す図で
ある。
【図７】ワイヤ構造がカテーテルの遠位領域において移動可能に位置付けられたカテーテ
ルのさらに別の実施形態を示す図である。

【図１】

【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図２Ｃ】
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【図３Ｃ】
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【図５Ｂ】

【図６】

【図７】
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